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との連携による英語活動NPO
－現在の取り組みの様子と，今後に向けて－

法人NPO
イングリッシュサイズ代表 福田聖子

岡山市立高田小学校 教諭 森永真穂

高田小学校では，９年前よりＮＰＯ法人イングリッシュサ

， 。 ，イズと連携しながら英語活動を研究 推進している 今日は

ＮＰＯと協働で 年目を迎えようとしている本校の英語活動10
「ハロータイム」について，これまでの取り組みや現在の活

動等実践の様子について発表したい。

１ 本校の概要

本校は全校児童６６名 単学級６クラスの小規模校である。岡山市北西部に位置し，の

どかな農村地域であり，３世代同居の家庭が多く，学校教育に協力的である。また，隣接

する幼稚園との交流もさかんである。

２ 英語活動の概要

2本校では 英語活動の時間をハロータイムと名付け 低学年 中学年 高学年にわかれ， ， ， ， ，

学年合同で取り組んでいる。オープンマインドによる自己表現力の育成を目的に，このハ

ロータイムに取り組むことになった背景には，次のことが挙げられる。

，「 」 。 ， ，第１に フィリピン・メグミ校との姉妹校縁組 だ １９９６年 今から１１年前に

フィリピンのネグロス島パコロド市にあるメグミ校と姉妹校締結をしたことは，大きなき

っかけのひとつとなっている。

第２に 「自己表現力を育む環境作りの必要性」が挙げられる。本校児童は，運動好き，

で活発，素朴でおとなしく，何事にも一生懸命取り組む素晴らしい面を持っている。しか

し，改まった場面で発表したり，自分の思いを表現したりすることには消極的な傾向が見

られる。そこで，本校の教育目標を実現し，児童一人一人が生き生きと学校生活をおくる

ためには，自己表現力を育てることが大切であると考えた。

第３に 「児童の英語に対する興味と関心」が増してきていることや，社会情勢の変化，

による「国際理解の重要性」も挙げられる。時代背景，また，２１世紀を生き抜く子供た

ちの未来を考えたとき，当然，求められることであると考えた。

３ 法人との連携についてNPO
９年前の英語活動開始に伴い，当時岡山市公民館のイングリッシュサイズクラブで活躍

されていた現在のＮＰＯ法人イングリッシュサイズ代表福田講師に相談することになっ

。 ， ，た 福田先生のアドバイスにより イングリッシュサイズの児童英語のコンセプトを基に

ハロータイムの考え方やカリキュラム作り，教材作りなど，高田小学校オリジナルの英語

活動を構成していった。

４ ハロータイムについて

。 ，平成１１年度にハロータイムがスタートした ハロータイムでは低学年で年間２０時間

中・高学年で２５時間の授業の他に次のような活動をし，実践する場を設けている。

まず，メグミ校との交流では，ビデオレターの送付，クリスマスカードの交換，交流訪

問（２０００年交互来校，２００１年来校 ，などを行っている。また，もちつきなどの）

国際交流イベントに積極的に参加している。



また，英語劇にも取り組んでい

る。平成１４年度には，昔話「も

もたろう」をモチーフにした「ス

ーパー桃太郎」に取り組み，校内

。 ，の学習発表会で披露した さらに

英語教育実践ネットワークＰＥＥ

Ｒ ＮＥＴＷＯＲＫの設立記念イ

ベントへの出演依頼を受け，県生

涯教育センターでの第２回公演を

行った。今年度は，昔話「わらし

べ長者」をモチーフにした英語劇

「わらしべチョージャーズ」に取

り組み，校内学習発表会で発表し

た。どちらも福田先生が高田小の

児童のために，オリジナルのシナ

リオを作成し，また，積極的に指

導してくださった。その結果，英

語活動を楽しむ児童，英語が好き

になる児童が増えた。

また，高田小学校のある足守地

区で毎年秋に催されるメロン祭り

では，英語の歌や踊りをステージ

で披露している。子供たちも表現

力の向上に伴い，年々表現する楽

しさを味わうことが出来ているよ

うに感じる。他にも，卒業生のボ

ランティア活動への参加等々，小

学校での活動だけにとどまらず，

多岐にわたる，また継続的な活動が行われている。

５ ハロータイムの目的

第１の目的として 「ハロータイムの英語活動の時間をとおし，オープンマインドによ，

る自己表現力を育成する 」を設定し，活動を進めている。低学年では，年間２０時間，。

中，高学年で２５時間計画している。それをさらに，基本的に１トピックスを２時間扱い

でカリキュラムを組んでいる。その２時間の第１時をＪＴＬの先生と基礎学習をする時間

と位置づけ，第２時にはＨＴで応用学習，つまり前時習ったトピックを使ってのゲームや

発表の場になるように組み立てている。そうすることにより，ＨＴでは，不安な面のある

発音などを確認しながら学習を進めることができる。

６ 指導体制

ＪＴＬである福田先生が各学年に年 時間ずつ指導するとともに，ＡＬＴが年５～６10
時間指導を行うという恵まれた状況であり，中・高学年でも 時間中，過半数がＴＴで25
の授業となっている。また，職員での研修を深めたり，毎年夏休みには福田先生に講師を

していただいての講習会も積み重ねたりしている。

７ 指導上の工夫

五感をはたらかせて，英語にふれる活動を推進するために次のような工夫もしている。

， ， 。まず あいさつやアルファベットなどを ろうかや教室等目に触れる場所に掲示している

それから，図書館には，絵本を中心にした英語の本を入れてもらい，まず絵や写真で外

国の文化や生活にふれることができるようにしている。それから，夏休みには英会話教室



を実施し，ゲーム等体を動かしながら英語にふれる場を設けている。この教室も福田先生

が快く引き受けてくださり，講師をしてくださっている。また，毎日，朝，帰りの校内放

送では，英語の挨拶も取り入れた内容を流し，継続的に，また自然に耳にできるようにし

ている。給食時間の校内放送では，週に 回ＮＨＫで放映中のエイゴリアンのビデオ放送2
をしており，子どもたちはいつも楽しみにしている。

また，本校では，毎月，今月の歌を決めて，それぞれ朝の会で歌い，さらに月 回の音2
楽朝会では全校で声を合わせて歌うという取り組みをしている。その中で，毎年 月に12
は英語のクリスマスソングに挑戦している。子どもたちは，耳にしたまま口ずさむので，

意味はよく分からないながらも英語の歌を歌うという経験に満足しているようだ。そのた

め，発音もすばらしいものになっている。

８ 基本的な考え方

実際のハロータイムの内容について説明する前に，ハロータイムのコンセプト（基本的

な考え方）について 点ご説明したい。3
まず第一に，人，文化，実際の生活の様子について児童は「もっと知りたい・知らせた

い」という思いや願いを持っている。それらを受け止めながら，英語活動を通して，表現

する楽しさや伝え合う喜びを実感できる経験を積み重ねることにより，自己表現力を育成

することができる。

第 に，このような願いを受け止め，さらにコミュニケーション能力につなげていくた2
めに，スパイラル的に身についていくようなカリキュラムを設定していく。

第 に，国際社会で通用するコミュニケーション能力を身につけるよう，英語をコミュ3
ニケーションの道具として使う授業を行っていく。

９ ハロータイムの実践内容

＜初年度から ３年目までの活動＞

開始当初は，まず英語 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを楽しめる環境作りを目指した 。授業では， ｵｰﾌﾟﾝﾏ

ｲﾝﾄ ﾞ作 りに効果的な ｸﾗｽﾊﾟﾜｰを使って始めるよ うにした 。日本語と英語の言葉の音やアク

セ ン ト の 違 い な ど ， 英 語 の フ レ ー ズ の シ ン コ ペ ー シ ョ ン す る よ う な リ ズ ム や ， 音 楽 の メ ロ デ

ィ ー の よ う な イ ン ト ネ ー シ ョ ン な ど の 英 語 の 素 地 を 文 化 と し て ， 心 と 身 体 で 吸 収 で き る よ う

な 楽 し い 展 開 に し た 。 イ ン グ リ ッ シ ュ ビ ク ス を 効 果 的 に 活 用 し て そ れ ら の 英 語 の 素 地 を を

自然に吸収できる授業展開を確立した 。学校全体の雰囲気作りや ，授業の流れのベース

を作るこ とのできた時期となった。

その当時からのレッスンの流れを説明する 。あいさつから始ま り ，あいさつで終わる 。始

めのあいさつ でみんなで輪になり ク ラスパワーでオープンマインドを作り ，次Hel lo Song
Hi! How areにペア活動でアイコンタク トを取 りながら 「元気ですか？ 」の気持ちを込めて

のイング リ ッシ ュビ ク スをする 。 ウ ォー ミングア ップで ， リ ズムやアクセン ト イン トネーシyou?
ョ ン を自然 に表現 する 。そ して ，そ こで必ず英語の音を視覚と聴覚で吸収した後に ，英語

の出せ る口をつ く るオーラ ルイング リ ッシ ュビ ク スを実施し ，活 動に入 る心とからだの準備

が で き る 。 こ こ か ら ， 今 日 の ト ピ ッ ク に は い り ， そ の ト ピ ッ ク を 使 う こ と の で き る ア ク テ ィ ビ テ

ィ を な る べ く 体 験 的 な 活 動 と し て 実 施 す る 。 ま た ， 次 へ の 活 動 へ つ な げ て い く た め に 楽 し

く クールダウンのイング リ ッシュビクスでしめく く り ，終わりのあいさつをする。

今 で も ， こ の 流 れ で 同 じ 曲 を 使 っ て い る が 「 英 語 」 と 言 う 言 語 の 持 つ 特 徴 は 変 わ ら ず ，

いつまでも役に 立つ 内容であ り この 時期 に大変大 切なこ となので日本人の英語習得には

ずっと外せない内容です。

４年目頃からの活動＞＜

活 動 を 始 め て こ の 時 期 に さ し か か る 児 童 た ち は 吸 収 し た 言 葉 や ス キ ッ ト を 自 分 の 英 語

の フォ ルダ ー に い れ て ，そ れ を 自 分 の 考 え を 基 に 表 現 に つ なげ て い く 時 期 で す 。 学 校 全

体 で は ， こ の あ た り か ら ， 簡 単 な 内 容 で あ れ ば 低 学 年 で も ２ つ の ト ピ ッ ク の 組 み 合 わ せ が

楽 に で き る よ う に な り ま し た 。 （ 無 理 に こ れ は 実 施 す る 必 要 は あ り ま せ ん ） ま た ， こ の 頃 に



は よ く 児 童 の 口 か ら ， 自 然 に 英 語 の 言 葉 が 飛 び 出 す よ う に な り 驚 か さ れ る よ う に な っ た 。

ア クテ ィビテ ィなどを実施している時に ，ちゃんと英語で考えて英語で表現しているこ とか

ら ， このころから英語の思考回路 （ が繋がってきている事を感じた。Think ing Mechanism)
このころから ， ト ピ ッ クを取 り入れるさいに，まず， でのやり取 りを聞いてもら う よ うにしT.T
た 。英語で話をしている内容を 「 なにを言っているんだろ う？ 」 と まず興味 をもって聞いて

くれる 。それから ， ト ピ ッ クの説明 にはい り自分たちも試してみる ， とい う流れだ 。それは ，

ま る で 英 語 圏 に で も 行 っ て ， 街 角 で 聞 こえ て く る 話 に 興 味 を 持 ち 「 わ か ろ う 」 と い う 気 持 ち

が う ま れ 「 つ か っ て み よ う 」 と い う 状 況 だ 。 そ の よ う な 流 れ に す る こ と で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

力，表現力をしっかり と育むよ うにした 。

この 時 期 からは ， これまでの 活動 に 合わせて場面 に合わせてのパターンスキ ッ トに よ る

実践を充実するよ うにした 。場面に直面したと きに体験した事を基に英語コ ミ ュニケーシ ョ

ン力 に つ なげる も の だ 。 ま た ， 先 生の 個 性を 生か し た 活 動に す る よ う に 担任 の 得 意と する

と こ ろ を 生 か し た 内 容 の 授 業 を 取 り 入 れ た 。 ま た ， 他 科 目 へ リ ン ク さ せ た 内 容 を 取 り 入 れ

ている。

今 年 度 よ り ， コ ン テ ン ツ バ ン ク に ス キ ッ ト ﾊ ﾞﾝｸを 入 れ 込 ん だ 。 授 業 の 進 行 に よ っ て 入 れ

換 え が で き ， 次 年 度 へ の 繋 ぎ と し て も 活 用 で き る 。 こ れ か ら も ， 生 徒 た ち の 育 成 度 が ア ッ

プするこ とによ り ，内容や場面を充実させていきたいと思っている 。

こ れ ま で も ， 職 員 研 修 や イ ー ラ ー ニ ン グ に よ る ウ ェ ブ セ ミ ナ ー な ど で も 指 導 力 の ｽｷﾙア

ップを 図 っ て き た 。 そ う する 中 ， 授 業 案や ア ク テ ィ ビ テ ィ 企 画と か は だ ん だん と なれ ，自然

な 流 れ の 授 業 案 が で き る よ う に な っ て 来 て い る 。 こ れか ら も ， 基 本 の コ ンセ プ ト は し っ か り

とおさえて活動を続けていく必要があると考える 。

そ し て ， そ の ほ か に 指 導 に 関 し て 大 変 重 要 な の は ， 英 語 力 も あ る が ， あ わ せ て 重 要 な

のは教材や ， を活用する 『指導方法力 』の ｱｯﾌﾟだ 。 を生かせCD IT Think ing Mechan ism
る ア ク テ ィ ビ テ ィ の 実 施 や ， 教 具 の 充 実 と 共 に ， そ れ を 使 い こ な せ る 指 導 力 の ア ッ プ も 目

指していきたい と考える 。そ して ， これまではイベン ト等に参加した子ども達は実施できて

い た ， 中 学 生 や 高 校 生 ， 大 学 生 や 大 人 の 人 達 と の 英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン で の 交 流 を ，

の サ ポ ー ト に よ り ， も っ と 学 校 で 連 携 を 図 っ て 実 施 す る 事 が で き る 機 会 を 設 け る こ とNPO
ができたら と思っている 。

また ，英語科 ，エマージ ョ ン授業とは違った形態のハロータイム 。担任実施の授業の内

容充実を図り ，楽し く内容のある授業の実施を続けていきたいと思っている 。

これからの英語活動に願う事10
今 日 ご 参 加 の 皆 様 の 中 で英 語 で の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンが 大 好 き で あ る と い う 方 は い ら っ

しゃいますか？また，英語がど う も苦手である方はいらっしゃいますか？

以 前 は ， 中 学 校 に 入 っ た 当 初 ， 英 語 が 楽 し い と 思 う 生 徒 達 も ２ 年 生 後 半 頃 か ら ニ ガ テ

に なってい く ｹｰｽが 多 くあ り ま した 。 これから小学 校ではどんな形 であれ ，た く さんの可能

性 の あ る 内 容 の 英 語 を 取 り 入 れ て い く こ と に な る で し ょ う 。 た の し さ ， 可 能 性 は 無 限 大 で

す。そして ，その楽し さ ，可能性をもち中学生に。中学校でもそれを引き継いでしっか り と

使 え る 英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 を の ば し て き ま し ょ う 。 そ し て ，高 校 生 に もな る と た く さ ん

の 言 葉 を 吸 収 で き る 年 齢 と な り ま す 。 心 の 成 長 と 共 に 英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 語 彙 力 も

のばし英会話力を育てていきまし ょ う 。大学，短大と もなる と ，自分の将来に向けますます

自 ら の 選 択 に よ り ， 英 語 を ブ ラ ッ シ ュ ア ッ プ し い く 時 期 で す 。 楽 し く 学 ん だ 小 学 校 の 頃 の

気持ちを持ち続けて行って欲しいと望みます。

社 会人 と な り ，職業 と して ， また ，つなが り作 り に英語 がますます 道具と して必要 になって

く る 方 も い る で し ょ う 。 外 国 の 方 々 と 国 際 理 解 が こ れ か ら ま す ま す 大 切 に な る 時 に ， 英 語

嫌いがその足かせになりませんよ うに 。

小学 校英語活 動を ，次々 へバ トン タ ッチをつづけて多文化をしっか り と認めあ う国際日

本人が育ちゆく英語活動でありますよ う願っている 。


